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平
城
京
が
置
か
れ
た
奈
良
と
、
隋
・
唐
の
都
・
長
安
の

あ
っ
た
陝
西
省
。平
城
遷
都
１
３
０
０
年
を
記
念
し
て
、

２
０
１
１
年
に
友
好
提
携
を
締
結
。そ
の
10
周
年
を
祝
う

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　

基
調
講
演
は
河
上
麻
由
子
・
大
阪
大
学
大
学
院
准
教

授
。
天
平
時
代
の
日
中
交
流
の
特
徴
、
と
り
わ
け
中
央

ア
ジ
ア（
ソ
グ
ド
文
化
）と
の
関
わ
り
や「
唐
を
訪
れ
た

日
本
人
た
ち
」
に
着
目
し
た
精
緻
で
新
鮮
な
内
容
に
、

参
集
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

つ
い
で
、
関
口
和
哉
・
読
売
新
聞
橿
原
支
局
長
を

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
米
川
裕
治
・
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

指
導
研
究
員
が
陝
西
省
で
の
考
古
学
研
修
の
意
義
や

思
い
出
を
語
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
登
壇
し
た
冉
万
里
・

陝
西
省
西
北
大
学
文
化
遺
産
学
院
教
授
は
、
遣
唐
使

「
井
真
成
」
の
墓
誌
の
記
述
か
ら
墓
葬
の
形
制
（
形
状
や

構
造
）
を
考
察
し
、
日
中
両
国
や
奈
良
県
・
陝
西
省
の

友
好
に
関
わ
る
今
日
的
な
意
味
を
提
起
し
た
。

　

最
後
に
、
張
連
生
・
張
鶴
の
父
子
に
よ
る
「
二
胡
」
の

演
奏
が
あ
っ
た
。日
中
両
国
の
歌
が
、軽
快
に
流
麗
に
、

あ
る
と
き
は
荘
厳
に
会
場
に
響
き
わ
た
っ
た
。
最
後
の

曲
で
は
、
草
原
を
疾
駆
す
る
馬
の
い
な
な
き
を
二
胡
が

奏
で
た
。

　

た
し
か
に
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
の
風
は
、
大
陸
・
半
島

を
経
て
、
奈
良
に
届
い
て
い
た
よ
う
だ
。
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奈良県×陝西省 交流の軌跡

奈良県・中国陝西省友好提携10周年記念イベント
日時：2021年11月20日（土）　　会場：奈良県コンベンションセンター 天平ホール

河上麻由子氏

冉　万里氏

関口和哉氏

米川裕治氏

天
平
期
（
７
３
０
～
７
５
０
年
ご
ろ
）
は
、
日
中
交
流
の
全
歴
史
を
通
し
て
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
日
本
と
「
唐
」
の
間
を
「
往
き
来
す
る
人
」
が
、
他
の
時
代
に
比
べ
て
際

立
っ
て
多
い
こ
と
で
す
。

天
平
期
に
は
安
倍
仲
麻
呂
の
よ
う
に
唐
王
朝
に
仕
え
る
人
物
も
現
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

宮
廷
で
の
席
次
を
新
羅
と
争
う
な
ど
、「
国
際
社
会
」で
の
立
ち
位
置
も
強
く
意
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
時
代
で
す
。

ま
た
、「
遣
唐
使
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
大
使
・
副
使
ら
の
上
席
者
に
目
を
奪
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
乗
組
員
や
留
学
生
、
専
門
技
術
者
な
ど
も
、
各
々
の
立
場
で
「
知
」
を

習
得
し
、
日
本
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

天
平
期
は
、
日
本
に
来
た
人
も
―
漢
人
に
限
ら
ず
―
多
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。
鑑
真

和
上
は
戒
律
を
伝
え
た
こ
と
で
有
名
で
す
が
、
注
目
し
た
い
の
は
持
参
予
定
品
に
唐
王
朝

公
認
の
帽
子（
襆
頭
）が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
鑑
真
一
行
が
仏
教
関
連
に
限
ら
ず
、

唐
の
モ
ー
ド
（
流
行
）
も
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

当
時
の
唐
は
則
天
武
后
と
玄
宗
皇
帝
の
も
と
で
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
特
に

玄
宗
の
時
代
は
「
西
域
」
へ
の
関
心
が
最
高
潮
に
達
し
、
首
都
・
長
安
で
は
「
胡
」
の

文
化
が
大
流
行
し
て
い
ま
し
た
。「
胡
」
と
は
、
広
義
で
は
中
央
ア
ジ
ア
一
帯
の
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
コ
ト
を
意
味
し
、
狭
義
に
は
「
ソ
グ
ド
人
の
国
」
を
指
し
ま
し
た
。
か
の
楊
貴
妃

も
ソ
グ
ド
人
女
性
の
よ
う
に
「
胡
旋
舞
」
で
玄
宗
の
気
を
惹
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

天
平
期
は
、
日
本
（
人
）
が
唐
と
往
来
す
る
人
た
ち
を
通
し
て
、「
世
界
」
を
知
っ
た

時
代
と
言
え
ま
す
。
と
く
に
文
化
面
で
は
、「
胡
風
・
胡
俗
」
な
ど
の
異
国
（
西
域
）
趣
味

が
、
唐
文
化
と
し
て
摂
取
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

ま
さ
に
こ
の
時
期
は
、
日
本
と
唐
の
「
密
月
」
で
し
た
が
、
同
時
に
翳
り
を
見
せ

始
め
る
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
天
平
期
の
遣
唐
使
派
遣
の
回
数
は
３
回
で
す
が
、

計
画
さ
れ
な
が
ら
停
止
さ
れ
た
回
数
も
ま
た
３
回
。
最
後
２
回
の
停
止
は「
安
史
の
乱
」

（
７
５
５
年
）
の
余
波
で
し
た
。
ソ
グ
ド
人
を
父
に
持
つ
安
禄
山
と
史
思
明
の
反
乱
は
、

西
域
趣
味
を
急
激
に
萎
ま
せ
、
以
後
非
漢
人
へ
の
反
感
か
ら
唐
の
社
会
は
排
外
主
義
に

傾
い
て
い
き
ま
す
。

日
唐
交
流
は
天
平
期
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
日
本
は
最
盛
期
の
唐
文
化
を
直
接
受
け

容
れ
ま
し
た
。
唐
も
友
好
的
な
隣
国
と
し
て
親
し
み
を
込
め
て
交
流
し
ま
し
た
。
こ
の

時
期
の
友
好
の
記
憶
は
、
唐
と
の
交
流
が
衰
退
し
て
も
受
け
継
が
れ
、
の
ち
に
国
風

文
化
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

大
阪
大
学
大
学
院
准
教
授
　
河
上
麻
由
子

平
城
京
か
ら
長
安
へ
―
天
平
時
代
の
日
中
交
流
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平
成
26
年
（
２
０
１
４
）
か
ら
、
陝
西
省
と
の
友
好
提
携
に
よ
る
専
門
分
野
交
流
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
６
回（
６
人
）、橿
原
考
古
学
研
究
所
の
研
究
員
が
西
北
大
学

（
西
安
市
）
に
長
期
的
に
派
遣
さ
れ
て
、
技
術
交
流
・
人
的
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

現
地
で
の
活
動
内
容
は
専
門
的
な
知
識
と
中
国
語
の
習
得
で
、私
の
場
合
は「
古
代
日
本

と
中
国
に
お
け
る
都
城
お
よ
び
寺
院
の
比
較
研
究
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。
平
成
29
年

（
２
０
１
７
）
に
派
遣
さ
れ
、
活
動
拠
点
は
西
北
大
学
太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
―
地
下
に
は
鑑
真

が
受
戒
し
た
実
際
寺
の
遺
構
が
あ
る
―
と
陝
西
省
考
古
研
究
院
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

現
地
で
の
３
か
月
に
わ
た
る
研
修
・
調
査
体
験
の
う
ち
印
象
的
な
も
の
を
一
、
二
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
西
安
市
高
楼
村
の
唐
代
の
墓
地
を
中
心
と
す
る
調
査
で
は
、

芸
術
学
部
の
学
生
が
遺
構
に
描
か
れ
た
絵
の
俯
瞰
図
を
ス
ケ
ッ
チ

し
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
発
掘
現
場
で
は
見
ら
れ
な
い
光
景
な
の
で

新
鮮
に
感
じ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
12
月
の
陝
西
省
北
部
地
域
へ
の
調
査
旅
行
で
す
。

凍
て
つ
い
た
黄
河
の
向
こ
う
に
黄
色
い
大
地
が
果
て
し
な
く
続
い
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
寒
冷
地
に
半
年
以
上
駐
在
し
、
遺
跡

の
調
査
と
保
護
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
担
当
者
の
姿
に
心
を
打
た
れ

ま
し
た
。

受
け
身
の
研
修
ば
か
り
で
な
く
、
龍
門
石
窟
研
究
院
で
は
、
奈
良

県
の
古
代
寺
院
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
成
果
を
紹
介
す
る
機
会
も

与
え
て
も
ら
い
、と
て
も
得
が
た
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
か
月
に
わ
た
る
陝
西
省

で
の
考
古
学
研
修
を
通
し
て
、

た
く
さ
ん
の
専
門
知
識
の
習
得

や
学
術
的
触
発
を
得
ま
し
た

が
、何
よ
り
も
、た
く
さ
ん
の

友
人
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。と
く
に
高
熱
で
倒
れ
た

と
き
の
当
地
の
人
々
の
親
切
さ

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
人
と

人
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
を

痛
感
し
ま
し
た
。

井
真
成
墓
誌
は
、
２
０
０
４
年
、
中
国
陝
西
省
西
安
市
の
東
郊
外
、
隋
唐
長
安
城
の

東
城
壁
か
ら
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
東
に
離
れ
た
滻
河
の
川
岸
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
西
北
大
学
の
歴
史
博
物
館
に
「
一
級
文
物
（
日
本
の
国
宝
に
相
当
）」
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。

墓
誌
は
墓
誌
蓋
と
墓
誌
銘
か
ら
な
り
、
上
部
の
誌
蓋
は
一
辺
37
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で

「
贈
尚
衣
奉
御
井
公
墓
誌
文
并
序
」
と
刻
ま
れ
、
下
の
誌
銘
は
一
辺
39
・
５
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、厚
み
は
７
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、１
７
１
の
漢
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。【
図
１
】

こ
の
墓
誌
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ま
ず
、
誌
蓋
に
「
尚
衣
奉
御
」
と
い
う

官
職
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
。
誌
銘
に
「
国
号
日
本
」、
井
真
成
の
没
し
た
時
期
と
し
て

「
開
元
廿
二
年
正
月
」、
亡
く
な
っ
た
年
は
36
歳
、
そ
し
て
彼
の
死
を
皇
帝
が
た
い
へ
ん

残
念
に
思
い
（「
皇
上
傷
」）、
唐
の
役
人
に
埋
葬
を
命
じ
た
（「
葬
令
官
」）
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
開
元
22
年
は
西
暦
７
３
４
年
、ち
ょ
う
ど
玄
宗
皇
帝
の
治
世
に
あ
た
り
ま
す
。

さ
て
、
墓
誌
に
つ
い
て
の
研
究
は
深
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
墓
そ
の
も
の
は
残
っ
て

い
な
い
の
で
、井
真
成
の
墓
葬
の
形
制（
形
状
や
構
造
）は
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
井
真
成
に
贈
ら
れ
た
「
五
品
」
の
ラ
ン
ク

に
あ
た
る
「
尚
衣
奉
御
」
の
官
職
や
、
そ
の
他
陰
刻
さ
れ
た

い
く
つ
か
の
言
葉
か
ら
、論
理
的
に「
推
測
」で
き
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

井
真
成
の
墓
誌
は
、
唐
の
時
代
の
日
本
人
の
も
の
と
し
て
は

初
め
て
の
発
見
例
で
す
が
、来
華
し
た
ソ
グ
ド
人
の
墓
は
数
多
く

発
掘
さ
れ
、
近
年
玄
宗
皇
帝
の
時
代
の
「
五
品
」
の
ソ
グ
ド
人

官
吏
の
墓
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
墓
室
は
5
・
１
×
4
・
34
メ
ー

ト
ル
の
方
形
で
、
墓
全
体
の
延
長
は
26
・

７
メ
ー
ト
ル
、
上
部
は
三
層
の
天
井
で

覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。【
図
２
】

私
は
井
真
成
の
墓
も
、こ
の
墓
と
同
様
に

偉
大
で
壮
麗
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

中
国
人
以
外
の
官
吏
の
場
合
、
官
職
の

ラ
ン
ク
が
同
じ
な
ら
、政
府
が
行
う
埋
葬
の

方
法
や
墓
の
形
状
が
違
っ
て
い
る
は
ず
が

な
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

留
学
生
・
井
真
成
の
死
を
悲
し
ん
だ

玄
宗
皇
帝
は
、死
後
に
「
五
品
」
を
贈
り
、

公
的
に
埋
葬
し
、そ
の
墓
に
「
国
号
日
本
」

と
刻
ま
せ
ま
し
た
。
井
真
成
の
墓
誌
は
、

い
つ
ま
で
も
消
え
る
こ
と
の
な
い
日
中

両
国
の
友
好
の
証
し
で
す
。奈
良
の
陝
西
省

の
交
流
も
、そ
の
歴
史
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
指
導
研
究
員
　
米
川
裕
治

西
北
大
学
文
化
遺
産
学
院
教
授
　
冉
万
里

奈
良
県
と
陝
西
省
の
古
代
か
ら
現
代
に
亘
る
交
流

井
真
成
墓
誌
に
つ
い
て

唐招提寺旧境内 三彩瓦
（奈良県文化財調査報告書 第177集巻頭）
講堂と西室（僧坊）の中間地から出土。鑑真一行の中に
唐の技術者がいたのか。遣唐使の専門技術者（「玉生」）が
持ち帰った技術なのか。

乾陵 南神道石刻蕃酋像（部分）・蕃酋像の佩用品と漆塗り革袋
復元図（「大唐皇帝陵」特別展図録第73冊p28，29）

三ツ塚古墳群漆塗り革袋と復元図
（「大唐皇帝陵」特別展図録第73冊p28）

墓から出土した革袋。被葬者が生前に所持していたものか？　唐に服属した異民族の像に類似のものが見られる。(右)
上資料全て：奈良県立橿原考古学研究所提供

左図の3D図解

【図1】
井真成墓誌　

（上）墓誌蓋　（下）墓誌銘

【図2】玄宗皇帝時代の五品のソグド人の墓
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